
 

 

 

 

 

 

 

 

マグホワイトによる大豆のカドミウム吸収抑制効果 

農村工学研究所 施設工学研究領域 土質担当 

農業用パイプラインの液状化被害と対策 

東日本大震災では、東北及び関東地方に敷設されている多くの農業用パイプラインが被災してい
ます。特に、埋戻し材料が液状化した地区は、甚大な被害を受けています。 

被災事例 

同様の被害を防ぐため、液状化対策がとられています。 

 液状化が生じにくい砕石をパイプ及び分水工などの構造
物周りに設置 

 コンクリート（スラスト）ブロックを鉄筋コンクリートで作製 

 低コストで復旧するため、被災したパイプの再利用 

基礎材料の液状化特性 

復旧事例 

基礎材料が砂の場合、レベル2地震動により液状化する可能性が高いことがわかっています。既
設のパイプラインも含めて、液状化対策が急務となっています。 

埋戻し部の液状化対策には、以下の方法等があります。 

 砕石等による埋戻し・・・地下水位まで透水性の高い材料で埋戻す 

 埋戻し土の固化・・・・・・地下水位まで固化処理戸等で埋戻す 

 埋戻し土の締固め・・・・良質土で高い締固め度を確保する 

パイプラインの浮上、埋戻し土の沈下 パイプラインの浮上 

スラストブロックの破損 排泥工の浮上・傾き 

埋戻し土の沈下、噴砂 


